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０－１．安全にお使いいただくために 

 

本取扱説明書をいつでも確認できるように保管して下さい。 

使用方法を遵守しなければ、大変危険になる事もありえます。ご使用になる前に、本

取扱説明書をよくお読みになり、操作を理解した上でご使用下さい。 

 

 

※本製品の最大出力電圧は 10V です。この電圧は、日本電気協会「低圧電路地絡保護

指針」の第 2種接触状態(人体が著しく濡れている状態で充電部に接触)での許容接触電

圧 25V 以下です。このため、本製品自体に危険･警告･注意を示すシンボルのラベルを

貼りつけておりません。 

 

 危険 
本装置を操作する場合、取扱説明書に従って行わないと、死亡、

または、重傷に至る切迫した状況になります。 

 警告 
本製品を操作する場合、取扱説明書に従って行わないと、死亡、

または、重傷に至る可能性を示します。 

 注意 
本製品を操作する場合に取扱説明書に従って行わないと、人的

損傷や物的損害が生じる可能性を示します。 

 感電注意 
本製品と組み合わせた装置全体において、高電圧の充電部があ

る場合、感電の危険性がある事を注意するものです。 

 高温注意 
本製品と組み合わせた装置全体において、高温になる部分があ

る場合、火傷の危険性がある事を注意するものです。 

 
禁止 

本製品を取り扱う際に、ユーザー様が行ってはいけない禁止内

容やユーザー様要求に対応出来ない内容を示します。 

 指示 
本製品を取り扱う際に、正常動作や安全性を確保するために、

ユーザー様側にご指示させて頂く内容を示します。 

※上記名称は JIS 規格の警告･禁止･指示を示すシンボルマーク名称ですので、敬語表現

を略させていただきます。 

 

 

 

 

シンボルについて 
本製品を安全にご使用いただくため、取扱説明書には次のシンボルを使用しています(※1)。 

シンボルの意味をご理解いただき、各項目をお守り下さい。 
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使 用 者 
・本製品は、電気的知識を有する方が、取扱説明書の内容を理解し、安全を確認した上で

ご使用下さい。 

・電気的知識の無い方が使用される場合は、人的損傷につながる可能性があります。必ず

電気的知識を有する方の監督の下でご使用下さい。 

 

 

製 品 の 特 徴 
本製品にはレジューム機能が有ります。これは「電源 ON(USB コネクタ差込時)直後に、

前回電源OFF(USB コネクタ引抜時)直前の設定電圧が出力される」機能です。出荷時デフ

ォルトの設定になってます(※)。但し、ユーザー様側で、このレジューム機能を無しに変更

する事も出来ます。 

※本製品の旧型(M-5104，M-9203 末尾「A」無しの製品)は、ユーザー様要望を受

けて上記レジューム機能有りをスタンダードにしてました。旧型をユーザー様装置

に組み込む際、その動作上、レジューム機能が必須だったためです。本製品は旧型

後継器なので、レジューム機能有りを出荷時デフォルト設定にしております。 

 

 

 

・本製品の出力電圧を、高電圧発生装置，高電流発生装置，メカニカル装置等の制御に使

用する場合の注意事項です。レジューム機能有り(出荷時デフォルト設定)だと、操作者の意

思無し，制御信号無しに、電源 ON 直後に電圧が出力されて、装置が勝手に起動する可能

性があります。このため、感電，火災，接触事故等が発生する危険性があります。レジュ

ーム機能有りの場合、本装置に接続された装置の安全性(フェールセーフ)を損ないますので、

ユーザー様側装置に安全機能を付加させる必要があります。 

 

 

 

・出荷時デフォルト設定だと、レジューム機能有りですが、ユーザー様側でレジューム機

能無し(電圧が出力されない)に変更出来ます。本装置に接続された装置の安全性(フェール

セーフ)を確保するためには、基本的にレジューム機能無しに変更させる必要があります。

この手順について「５．８ レジューム機能設定コマンド」を参照して下さい。 

ご使用上の注意 
感電，火災，その他の事故や故障を防止するための注意事項です。 

内容をご理解いただき、必ずお守り下さい。 

以下に記載した注意事項に従わない事で生じた人的事故，物的損害や故障･不具合等について、

弊社では責任を負えません。ご理解とご了承をお願いいたします。 

危険 感電注意 高温注意 

指示 
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注意 

注意 

製 品  
 

 

 

・周囲に発火性、腐食性のガスがある場所で使用しないでください。爆発、火災、感電、

故障の原因となります。 

 

 

 

・本製品をフタを開けた状態で使用しないで下さい。誤動作，故障、破損等の原因になり

ます。 

 

 

 

・本装置を分解，改造しないで下さい。故障、破損等の原因になります。分解や改造をし

たものに対して、弊社は一切の責任を負いません。ご了承下さい。 

 

 

 

・本製品に衝撃を与えたり、曲げたりしないで下さい。誤動作、発熱、故障、破損等の原

因になります。 

 

 

 

・本製品の USBコネクタと BNCコネクタに、直接手を触れないで下さい。誤動作、発熱、

故障等の原因になります。もし触れた場合は、工業用アルコールできれいに拭いて下さい。 

 

 

 

・必ず仕様（スペック）の範囲内でご使用下さい。 

 

 

 

・USB ケーブルは、規格「USB2.0」以降に準拠し、且つ、本製品側コネクタが typeB のも

のを使用して下さい。 

 

 

 

 

危険 禁止 

注意 

注意 

禁止 

禁止 

危険 禁止 

危険 禁止 

指示 

指示 
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注意 

注意 

注意 

注意 

 

 

・本製品の BNC コネクタ出力側に接続する装置の入力負荷が、誘導性負荷や容量性負荷の

場合、動作不具合や故障等が生じる可能性があります。抵抗性負荷(5kΩ以上)の入力に接続

して下さい。 

 

 

 

・本製品は医療用の安全規格に対応しておりません。もし、ユーザー様側で医療用として

ご使用になられた場合、その際に生じた不具合や事故について、弊社は一切の責任を負い

ません。あらかじめご了承下さい。 

 

 

 

・PC で本製品を制御する場合、PC 本体から本製品を駆動するための十分な電力が供給出

来る事を確認して下さい。特に、USB ハブ(規格「USB2.0」以降に準拠)を使用する場合、

十分な電力が供給出来なくなる可能性があります。電力供給不足になると、誤動作，不具

合，故障等の原因になります。 

 

 

 

・ 本製品は機能追加，品質向上や安全性改善のため予告なく仕様を変更する場合がありま

す。ご購入の際、事前に、弊社営業に仕様変更の有無をご確認下さい(※)。 

※製品の仕様変更の際、即、弊社 HP 公開のカタログも改定する様に心がけておりますが、

弊社事情でカタログ改定が遅れてしまう事もあります。ですので、弊社営業に仕様変更の

有無を問合せて下さい。 

 

 

 

・ 本製品の運用を理由とする損失や逸失利益などの請求については、弊社は一切出来ませ

ん。あらかじめご了承下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

指示 

注意 禁止 

指示 

指示 

禁止 
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注意 

注意 

開 梱  
 

 

・開梱後、本体を取り出したら、ヘコミなど外観異常が無い事を確認して下さい。 

 

 

 環 境  
 

 

・設置環境の周辺雰囲気に関する基本要件は、温度：0～40℃、湿度：85％RH 以下、腐食

性ガスや可燃性ガスを含まないほぼ１気圧の室内です。更に、下記の様な物理的・化学的

要件も考慮して下さい。これらの環境要件を満たさないと、誤動作、発熱、故障、破損等

の原因になります。 

(a)振動や衝撃が本体に伝わらない場所 

(b)粉体,塵埃,オイルミスト,切削液,水分,塩分,有機溶剤等が飛散しない場所 

(c)直射日光、輻射熱が当たらない場所 

(d)強電界、強磁界の発生しない場所 

(e)電磁雑音源のない場所 

(f)点検や清掃を行い易い場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指示 

指示 
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注意 

注意 

注意 

注意 

保守・調整・修理 

 

 

 

・点検や保守・修理が必要な場合には、弊社にご連絡下さい。もし、異音,煙,異臭等の異常

に気付いた時は、直ちに電源 OFF(USB コネクタ引き抜く)にして、弊社にご連絡下さい。

異常なまま使用すると、火災や感電等の危険をまねく恐れがあります。 

 

 

 

・製品の EOL(End of Life)は、基本的に 10 年(発売開始は 2020 年)です。この期間が終了

した後は、仕様や価格等が変更になる可能性があります。また、EOL 期間内であっても、

世界情勢(パンデミック，紛争，外交問題，貿易規制等)の影響で、構成部品を入手出来なく

なる可能性もあります。この場合、代替部品使用も検討します。その際、仕様や価格等も

変更になる可能性があります。もし、代替部品すらも入手困難な場合、超長納期(納期 1 年

以上)をご了承した頂くか、あるいは、やむをえず EOL を早める可能性もあります。あら

かじめご了承下さい。 

 

 

保管 
 

 

・「環境」の注意事項と同じです。 

 

 

廃棄 
 
 

・本装置を廃棄する場合、関連法令の確認、並びに、各都道府県･市町村条例に定められた

廃棄方法に従って処理して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指示 

指示 

指示 

指示 
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０－２．ご使用になる前に 

 

ご使用になる前に、本稿の取扱説明書をよくお読みになり、操作を理解した上でご使用

下さい。 

もしもの場合で有りますが、使用方法を遵守出来なかった場合、大変危険な状態に至る

事もありえます。くれぐれもご注意願います。 

また、サンプルプログラム使用時に、本説明書に記されます取扱い事項や注意事項等を

遵守出来なかった場合、あるいは、お客様側自身で本装置を改造、プログラム内容の変

更等を行った場合、それによって生じた不具合や損害等について、弊社は一切の責任を

負いかねます。予めご了承とご理解の程、宜しくお願い申し上げます。 

 

 

【ご注意下さい】 

※パワーオン(USB コネクタ差込)直後、「前回終了時の設定電圧」が出力されます（「レジ

ューム機能有り」で出荷されます）  

※パワーオン(USB コネクタ差込)直後、電圧を出力させたくない場合、「レジューム機能無

し」にお客様側で変更出来ます（５．８ レジューム機能設定 を参照して下さい） 
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１．概要 

本取扱説明書は、メステック製USB-DAC製品(以下 4製品)について記載いたします。 

    ① 外付け USB-DAC M-5104A 

    ② USB-DAC基板 M-9203A 

③  外付け AD 変換機能付きUSB-DAC M-5114 

④  USB-DAC 基板 M-9203A-3(3CH品)＋AD 変換基板 M-9227(両基板を連結) 

※AD変換基板M-9227は単体では駆動不可で、M-9203Aとの連結が必須です。 

 

本製品は、コンパクトで手軽に使用できる、USB(※１)対応のアナログ入出力機器です。

M-5104A と M-9203A は 16 ビット DAC、M-5114(M-9203A+M-9227)は更に 16 ビット

ADC が搭載されてます。PC のUSB ポートに接続することで、ピエゾドライバ／ピエゾコ

ントローラ（※２）(以下、ピエゾドライバ等と略す)の出力電圧制御や電圧モニタを容易に

行えます。 
※1 ＵＳＢ（Universal Serial Bus）とは共通のコネクタでさまざまな周辺機器を接続することができるインタフェース規

格です。Plug and Play で機器を認識できるホットプラグに対応しており PCと周辺機器間の標準インタフェースとして

定着しています。現在販売されているほぼ 100％のパソコンにＵＳＢは搭載されています。 
※2 ピエゾドライバ：オープンループタイプのピエゾ駆動用アンプをピエゾドライバと呼んでいます。 

ピエゾコントローラ：クローズドループタイプの（変位フィードバック可能な）ピエゾ駆動用アンプをピエゾコントロ

ーラと呼んでいます。これらは弊社での呼称です。業界において「ピエゾドライバ」は、クローズドタイプを示す場合

もありますが、本取扱説明書では、弊社呼称で統一します。 

 

製品 概要 

① 外付けUSB-DAC M-5104A 外付けタイプ。PC とピエゾドライバ等との間に接続する

単体製品のUSB-DACモジュールです。 

② USB-DAC 基板 M-9203A-3 ピエゾドライバ等にオプションで内蔵される USB-DAC

基板です。 

③ 外付け AD 変換機能付き USB-DAC 

M-5114 

外付けタイプ。PC とピエゾドライバ等との間に接続する

単体製品の AD 変換機能付き USB-DAC です。 

④ USB-DAC 基板 M-9203A-3＋ 

AD 変換基板M-9227(両基板を連結) 

 

ピエゾドライバ等にオプションで内蔵される USB-DAC

基板M-9203A-3とAD変換基板M-9227を連結させたも

のです(AD 変換基板 M-9227 単体での駆動は不可です。

M-9203Aと連結させる事が必須です)。 
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２．仕様 

２．１ AD 変換機能なし USB-DAC M-5104A(M-9203A) 

 

(1)主要な仕様 

 

 

※1：パワーオン(USB コネクタ差込)直後、「前回終了時の設定電圧」が出力されます（「レ

ジューム機能有り」で出荷されます）。パワーオン(USB コネクタ差込)直後、電圧を出力さ

せたくない場合、「レジューム機能無し」にお客様側で変更出来ます（取扱説明書を参照し

て下さい） 

※2：M-5104A の寸法は収納ケース寸法、M-9203A では基板の寸法です。 

※3：ピエゾドライバ等に内蔵する場合の型式は下記となります。  

1CH：M-9203A-1    3CH：M-9203A-3 

 

 

 

 

 

 M-5104A-1 M-5104A-3 M-9203A-1 
※３ 

M-9203A-3 
※３ 

出力チャンネル数 1 3 1 3 

出力分解能 16bit 

出力端子 BNC ｺﾈｸﾀ S2B-PH-K-S(JST 製) 

出力電圧範囲 ±10V/0～+10V/±5V/0～+5V/-2.5～+7.5V/±3V 切替可 
±0.1％FS(typ.) 

 
例えば、±10V 出力レンジ設定での出力電圧は次の通り 

DAC コード    ０：-10V 
       32767：0V 

        65535：+10V 
詳細は「５ 通信のコマンド」参照 

 

レ ジ ュ ー ム 機 能   

※1 
レジューム機能有･無切替可能(出荷時は機能有り) 

USB 規格 USB2.0（フル・スピード）準拠 

通信方法 仮想 COMポートによるシリアル通信 

通信速度 38400bps(デフォルト) 

消費電流 

(USB ﾊﾞｽﾊﾟﾜｰ) 

約 350mA以下(1CH品) 
約 400mA以下(3CH品) 

外形寸法 

重量 ※2 

W140×D110×H30mm 
（突起物は除く） 

約 250g 

W86×D56×H16mm 
(突起物は除く) 

約 40g 
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 (２)外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

M-5104A 
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２．２ AD 変換機能付き USB-DAC M-5114(M-9203A＋M-9227) 

 (1)主要な仕様 

※1：パワーオン(USB コネクタ差込)直後、「前回終了時の設定電圧」が出力されます（「レ

ジューム機能有り」で出荷されます）。パワーオン(USB コネクタ差込)直後、電圧を出力さ

せたくない場合、「レジューム機能無し」にお客様側で変更出来ます（取扱説明書を参照し

て下さい） 

※2：M-5114 の寸法は収納ケース寸法、M-9203A-3＋M-9227 では基板の寸法です。 

※3：ピエゾドライバ等に内蔵する場合の型式は下記となります。  

M-9203A-3＋M-9227 

 

 

 

 

 

 M-5114 M-9203A-3＋M-9227 
※３ 

出力チャンネル数 3 

出力分解能 16bit 

出力端子 BNC ｺﾈｸﾀ S2B-PH-K-S(JST 製) 

出力電圧範囲 ±10V/0～+10V/±5V/0～+5V/-2.5～+7.5V/±3V 切替可 
±0.1％FS(typ.) 

 
例えば、±10V 出力レンジ設定での出力電圧は次の通り 

DAC コード    ０：-10V 
       32767：0V 

        65535：+10V 
詳細は「５ 通信のコマンド」参照 

 

レジ ューム機 能  

※1 
レジューム機能有･無切替可能(出荷時は機能有り) 

入力チャンネル数 3 

入力分解能 16bit 

入力端子 BNC ｺﾈｸﾀ S2B-PH-K-S(JST 製) 

入力電圧範囲 ±10V 

USB 規格 USB2.0（フル・スピード）準拠 

通信方法 仮想 COMポートによるシリアル通信 

通信速度 38400bps(デフォルト) 

消費電流 

(USB ﾊﾞｽﾊﾟﾜｰ) 
約 400mA以下 

外形寸法 

重量 ※2 

W140×D110×H30mm 
（突起物は除く） 

約 300g 

W86×D56×H23mm 
(突起物は除く) 

約 70g 
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(2)外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

M-5114 

入力側 
BNC 

出力側 
BNC 
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３．初期設定 

USB ケーブルにて、PCと外付USB-DAC、 

もしくは、USB-DAC基板を内蔵したピエゾ 

ドライバ等を接続します。 

 

 

 

３．１ 仮想 COM ポートドライバのインストール 

本製品内のUSB インターフェースデバイスは FTDI 製 FT232 です。このデバイスド

ライバは、Windows 10以上の場合、デフォルトでインストール済み、もしくは、（インタ

ーネット接続環境下であればアップデート時に）オンラインで自動インストール済みです。 

もし、（「３．２ ポートの確認」で）USB インターフェースデバイスが認識されない場

合や Plug and Play により「ドライバのインストール」を促す画面が表示される場合、デバ

イスドライバをインストールする必要があります。インストール方法は以下の通りです。 

 

最新のUSBインターフェースデバイスドライバは FTDI 社の VCP(Virtual COM Port)

からダウンロードして下さい。 

https://ftdichip.com/drivers/vcp-drivers/ 

 

まず、「ftdibus.inf」を右クリックして、インストールをします(管理者権限)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

USB typeB 
(USB-DAC 側) 

USB typeA 
(PC 側) 

https://ftdichip.com/drivers/vcp-drivers/
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次に、「ftdiport.inf」も同様にインストールします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．２ ポートの確認  
PC に外付けUSB-DAC（もしくは、USB-DAC基板内蔵ピエゾドライバ等）を接続しま
す。COM ポート番号の確認方法は、以下の通りです。 
(1) デバイスマネージャー 
デスクトップ左下のWindowsマークを右クリックして、デバイスマネージャーを開き
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(2)COMポートの確認 
ポート（COMと LPT）にある「USB Serial Port」の COMポート番号を確認します。 

 
 

３．３ 通信の設定 
USB インタフェースボードの通信設定は以下の通りです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポート 「3.2 ポートの確認」でのポート番号 

通信速度(Baud Rate) 38400 

データビット 8   

パリティ None（なし） 

ストップビット 1 

フロー制御 None（なし） 
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４．PC 通信ソフト 

本稿では、一般的に利用されるフリーの通信ソフト「Tera Term」を用いております。お

手持ちに無い場合、Webサイトからダウンロードして下さい。 

https://teratermproject.github.io/  

 

４．１ 通信ソフトの起動  

起動すると以下の画面が現れます。 

「ファイル」→「新しい接続」で「Tera Term:新しい接続」ウィンドウが表示されます。 

ラジオボタン「シリアル」を選択→(「３．2 ポートの確認」の)COM ポートを選択 

→「OK」をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://teratermproject.github.io/
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４．２ 通信設定 

「設定」→「シリアルポート」で、「Tera Term:その他の設定」「シリアルポート」タ

ブのウィンドウが表示されます。 

→「３．３ 通信の設定」の通りに設定→「OK」をクリックして下さい。 
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４．３ 端末設定 

「設定」 → 「端末」で、「Tera Term:その他の設定」「端末」タブのウィンドウが表示

されます。→以下の通りに設定→「OK」をクリックして下さい。 
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４．４ 接続の確認 

次章「５．通信コマンド」のコマンドを入力し、応答が返ってくるか･･･を確認して

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【バージョン確認コマンド】 

*USBDA,RV [CR+LF] 

 

【レスポンス】 

#USBDA,V3.03  2025/10/07  

（2025 年 10 月時点での最新 F/W バージョン） 
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５．通信コマンド 

PCと外付USB-DAC(もしくはUSB-DAC基板を内蔵したピエゾドライバ等)とのシリ

アル通信において、USB-DAC 基板 M-9302A で機能させる送信コマンドの基本形は以下の

通りです。 

 

*USB-DACmd,Arg1,Arg2, ……[CR+LF] 

 

  先頭は「*USBDA」、以降 「,（ デリミタ）」区切りで「コマンド(Cmd)」、「引数(Arg)」

を指定し、最後に「Enter」(CR+LF)で送信されます｡ 

 

通信に使うコマンド一覧 

項 内容 コマンド 

5.1 バージョン確認コマンド *USBDA,RV 

5.2 パラメータ設定コマンド *USBDA,WP,prm 

5.3 パラメータ読み出しコマンド *USBDA,RP 

5.4 電圧設定コマンド（各チャンネル）  

5.4.1 DAC コード入力 *USBDA,WD,ch,dat 

5.4.2 電圧値入力 *USBDA,WDF,ch,vol 

5.5 電圧設定コマンド（一括）  

5.5.1 DAC コード入力 *USBDA,WA,dat1,dat2,dat3 

5.5.2 電圧値入力 *USBDA,WAF,vol1,vol2,vol3 

5.6 出力電圧範囲設定コマンド *USBDA,WM,ch,rang 

5.7 出力電圧範囲確認コマンド *USBDA,RM 

5.8 レジューム機能設定コマンド *USBDA,RSM,prm 

5.9 AD 変換 RD D00 ADC ALL 
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５．１ バージョン確認 

本装置のファームウェアバージョンを確認するコマンドです。「4.4 接続の確認」を参照

して下さい。 

 

５．２ パラメータ設定 

コマンド送信後に、レスポンス「OK」を返す/返さないの設定を行います。 

【パラメータ設定コマンド】 

*USBDA,WP,prm [CR+LF]  

prm：数値設定(半角整数 0 or 1) 

0 = レスポンス（OK）無し 

1 = レスポンス（OK）有り 

【レスポンス】（レスポンス「OK」有り設定の場合） 

    OK [CR+LF] 

※ レスポンス「OK」無しの場合、 

何も表示されません。 

 

５．３ パラメータ読み出し 

  「５．２ パラメータ設定コマンド」で設定した 

パラメータを読み出します。 

【パラメータ読み出しコマンド】 

*USBDA,RP [CR+LF]  

【レスポンス】 

#USBDA,rsp 

rsp：数値表示(半角整数 0 or 1) 

0 = レスポンス無し 

1 = レスポンス有り 

 

 

５．４ 出力電圧設定（各チャンネル毎に設定） 

５．４．１ DAC コード入力 

【電圧設定コマンド（各チャンネル）】 

*USBDA,WD,ch,dat [CR+LF] 

ch ：チャンネル番号 １，2，3 

dat：DAC 出力電圧値をDAC コード（0～65535（16bit））で設定します。 

※ch には必ず半角整数 1 or 2 or 3を入力して下さい。 

※dat には必ず半角整数の 0～65535 を入力して下さい。 

【レスポンス】（レスポンス「OK」有り設定の場合） 

OK [CR+LF]   
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出力電圧範囲±10V 設定（デフォルト）でのコマンド例 

コマンド例 DAC 出力電圧 

*USBDA,WD,1,0[CR+LF] CH1 の出力電圧 －10V 

*USBDA,WD,2,32767[CR+LF] CH2 の出力電圧 0V 

*USBDA,WD,3,65535[CR+LF] CH３の出力電圧 ＋10V 

  

弊社ピエゾドライバ等に外付け USB-DAC を接続させた場合、電圧設定コマンドと出

力電圧の例を、以下に示します。 

（この例では、CH1 のみ、オフセットを 0、電圧レンジ±10V） 

ピエゾドライバ
等の型名 

コマンド 
 (末尾Cr+Lfは表示上は省略) 

ピエゾドライバ

等への入力電圧 

ピエゾドライバ等 
出力
電圧 

分解能 
（理論値） ゲイン 

出力電圧
範囲 

M-2629 
*USBDA,WD,1,30582 
*USBDA,WD,1,32767 
*USBDA,WD,1,65535 

-0.66V 
0V 

10V 

15倍に 
設定 

-10V ～
150V 

-10V 
0V 

150V 

±10V出力 
で 
約 0.3mV※ 

※ピエゾドライバ等 

としての分解能は、 

理論として約 0.3mV 

×ゲインとなります

が、ピエゾドライバ等

のノイズレベル・負

荷・使用環境等より異

なります。 

M-26109B 
M-2629B 

*USBDA,WD,1,0 
*USBDA,WD,1,32767 
*USBDA,WD,1,65535 

-10Ｖ 
0Ｖ 

10Ｖ 

15倍に 
設定 

-150V ～
150V 

-150V 
0V 

150V 

M-26110 
M-26116 

*USBDA,WD,1,29490 
*USBDA,WD,1,32767 
*USBDA,WD,1,65535 

-1Ｖ 
0Ｖ 

10Ｖ 

15倍に 
設定 

-15V ～
150V 

-15V 
0V 

150V 

 

  

CH1 

CH2 

CH3 

DMM 
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５．４．２ 電圧値入力 

【電圧設定コマンド（各チャンネル）】 

*USBDA,WDF,ch,vol [CR+LF] 

ch ：チャンネル番号(１，2，3) 

vol：DAC出力電圧値をｍV 単位電圧値で設定します。 

※ch には必ず半角整数 1 or 2 or 3を入力して下さい。 

※vol には必ずmV 単位の半角整数のみを入力して下さい。 

 入力する半角整数は電圧範囲毎に異なります。下記を参照して下さい。 

   電圧範囲 ±10V   ： -10000～10000 

        0～10V  ： 0～10000 

        ±5V    ： -5000～5000 

        0～5V   ： 0～5000 

                -2.5～7.5V ：  -2500～7500 

                ±3V    ： -3000～3000 

【レスポンス】（レスポンス「OK」有り設定の場合） 

OK [CR+LF] 

 

出力電圧範囲±10V 設定（デフォルト）でのコマンド例 

コマンド例 DAC 出力電圧 

*USBDA,WDF,1,-10000[CR+LF] CH1 の出力電圧 －10V 

*USBDA,WDF,2,0[CR+LF] CH2 の出力電圧 0V 

*USBDA,WDF,3,10000[CR+LF] CH３の出力電圧 ＋10V 
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５．５ 出力電圧設定（全チャンネル一括で設定） 

５．５．１ DAC コード入力 

【電圧設定コマンド（一括）】 

*USBDA,WA,dat1,dat2,dat3[CR+LF] 

dat1 : CH1 の DACコード 

dat2 : CH2 の DACコード 

dat3 : CH3 の DACコード 

※dat1,2,3 には必ず半角整数の 0～65535 を入力して下さい。 

【レスポンス】（レスポンス「OK」有り設定の場合） 

OK [CR+LF]  

 

出力電圧範囲±10V 設定（デフォルト）でのコマンド例 

コマンド例 DAC 出力電圧 

*USBDA,WA,65535,32767,0[CR+LF] CH1 は＋10V, CH2 は 0V，CH3 は－10V 

 

 

５．５．２ 電圧値入力 

【電圧設定コマンド（一括）】 

*USBDA,WAF,vol 1,vol2,vol3[CR+LF] 

vol1 : CH1 のｍV単位電圧値 

vol2 : CH2 のｍV単位電圧値 

vol3 : CH3 のｍV単位電圧値 

※vol1,2,3 には必ず mV単位の半角整数のみを入力して下さい。 

 入力する半角整数は電圧範囲毎に異なります。下記を参照して下さい。 

   電圧範囲 ±10V   ： -10000～10000 

        0～10V  ： 0～10000 

        ±5V    ： -5000～5000 

        0～5V   ： 0～5000 

                -2.5～7.5V ：  -2500～7500 

                ±3V    ： -3000～3000 

【レスポンス】（レスポンス「OK」有り設定の場合） 

OK [CR+LF]  

 

出力電圧範囲±10V 設定（デフォルト）でのコマンド例 

コマンド例 DAC 出力電圧 

*USBDA,WAF,10000,0,-10000[CR+LF] CH1 は＋10V, CH2 は 0V，CH3 は－10V 
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５．６ 出力電圧範囲設定 

 出荷時の出力電圧範囲は－１０～＋１０V（デフォルト）です。この電圧範囲の変更には

以下を参照して下さい。 

出力電圧範囲設定コマンドを送信した直後、電圧出力が OFF（０Ｖ）になります。あ

らためて電圧設定して出力させて下さい(５．４もしくは５．５を参照)。 

電源OFF(USB コネクタ引抜)させた後に、再び電源 ON(USB コネクタ差込)させた時

の出力電圧範囲は、前回終了時の設定になります。 

【出力電圧範囲設定コマンド】 

*USBDA,WM,ch,rang[CR+LF] 

 ch ：チャンネル番号(半角整数 1 or 2 or 3)、もしくは、all(半角) 

rang : 出力電圧範囲番号（半角整数０～5） 

 

番号 出力電圧範囲 

0（デフォルト） －１０～＋１０V 

1 0～＋１０V 

2 －５～＋５V 

3 0～＋5V 

4 －２．５～＋７．５V 

５ －３～＋３V 

 

【レスポンス】（レスポンス「OK」有り設定の場合） 

OK [CR+LF]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コマンド例 出力電圧範囲 

*USBDA,WM,1,1[CR+LF] CH1 ： ０～＋１０V 

*USBDA,WM,2,5[CR+LF] CH2 ： －３～＋３V 

*USBDA,WM,all,3[CR+LF] CH1,2,3 ： ０～＋５V 
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５．７ 出力電圧範囲確認 

【出力電圧範囲確認コマンド】 

*USBDA,RM[CR+LF] 

【レスポンス】 

3CH 品の場合(M-5104A-3，M-9203A-3) 

#USBDA,rang_ch1，rang_ch2，rang_ch3  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

CH1 CH2 CH3 
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【ご注意下さい】 

※パワーオン(USB コネクタ差込)直後、「前回終了時の設定電圧」が出力されます（「レジ

ューム機能有り」で出荷されます）  

※パワーオン(USB コネクタ差込)直後、電圧を出力させたくない場合、「レジューム機能無

し」にお客様側で変更出来ます（「5.8 レジューム機能設定」を参照して下さい） 

 

５．８ レジューム機能設定 

レジューム機能は「電源ON 時(USB コネクタ差込時)の出力電圧は、前回電源 OFF(USB

コネクタ引抜時)直前の設定になる」機能です。出荷時のデフォルト設定では、レジューム

機能有りになっております。このレジューム機能を無効にしたい場合、お客様側で変更出

来ます。以下を参照して下さい。 

【レジューム機能設定コマンド】 

*USBDA,RSM,prm[CR+LF] 

prm：数値設定（半角整数 0 or 1） 

0 = レジューム機能無し 

1 = レジューム機能有り(出荷時デフォルト) 

【レスポンス】（レスポンス「OK」有り設定の場合） 

OK [CR+LF]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

USB ｺﾈｸﾀ引き抜き後、再びUSB ｺﾈｸﾀ差し込むと、 
USB ｺﾈｸﾀ引き抜き前の設定電圧が出力されます 

USB ｺﾈｸﾀ引き抜き後、再びUSB ｺﾈｸﾀ差し込んでも、 
USB ｺﾈｸﾀ引き抜き前の設定電圧が出力されません。 
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５．9 AD 変換(M-5114，M-9203A＋M-9227) 

AD 変換機能は、AD変換基板 M-9227 がUSB-DAC 基板M-9203A に連結している状態

でのみ有効です。このコマンド実行で、入力側 BNC(あるいは基板コネクタ)の入力電圧値

(単位mV)が表示されます。 

【AD 変換実行コマンド】 

RD D00 ADC ALL[CR+LF] 

【レスポンス】 

(CH1)AAAAA.AAA,  (CH2)BBBBB.BBB， (CH3)CCCCC.CCC 

OK [CR+LF] （レスポンス「OK」有り設定の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CH1 CH2 CH3 

CH1 

DC VOLTAGE SOURCE 
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６．AD 変換機能部のキャリブレーション(M-5114，M-9203A＋M-9227) 

本製品は出荷前に弊社にて、AD変換機能部のキャリブレーション(オフセットとゲイン)

を実施済みです。しかし、お客様側での使用環境や経時変化等の影響で、オフセットやゲ

インがずれてしまう可能性があります。このキャリブレーションを行うためには、BNC 短

絡プラグと高精度 DC電圧発生器が必要になります。 

【注意】お客様側にてキャリブレーションを実施した後に生じた不具合に対して、弊社で 

は責任は負いかねます。あらかじめご了承下さい。 

 もし、お客様側手持ちに高精度 DC 電圧発生器が無い場合、弊社にてキャリブレーショ

ン作業を請け負う事が出来ます(有償)。その際、弊社営業にお問い合わせ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以下にキャリブレーションの手順を記します。 

 

① コマンド「INSPECT ON」→コマンド「INIT_CAL」→「RD D00 CAL」 

オフセットとゲインが初期化された事を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば YOKOGAWA 製GS200 
（出力電圧 90 日確度 ±0.01％＋200uV(10Vレンジ) 

初期値は 0 

初期値は 1 

BNC 短絡プラグ 



USB-DAC M-5104A,AD 変換機能付 USB-DAC M-5114 取扱説明書 

30 

株式会社メステック                          T-4485-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② CH1 入力側 BNCに BNC 短絡プラグを接続して下さい。 

③ コマンド「CAL_OFS CH1」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

BNC 短絡プラグ 
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④ 次に、CH２入力側 BNCに BNC短絡プラグを接続して下さい。 

⑤ コマンド「CAL_OFS CH2」 

⑥ 次に、CH3 入力側 BNCに BNC短絡プラグを接続して下さい。 

⑦ コマンド「CAL_OFS CH3」 
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⑧ CH1 入力側 BNCに 9.000V を入力して下さい。 

⑨ コマンド「CAL_GAIN CH1」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CH1 

DC VOLTAGE SOURCE 
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⑪ 次に、CH2 入力側 BNCに 9.000Vを入力して下さい。 

⑫ コマンド「CAL_GAIN CH2」 

⑬ 次に、CH3 入力側 BNCに 9.000Vを入力して下さい。 

⑭ コマンド「CAL_GAIN CH3」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮ コマンド「RD D00 CAL」で、オフセットとゲインの補正値を確認します。 

通常、オフセットは大体±3mV 以下、ゲインは大体 1.01 以下になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑯ CH1 入力側 BNCに 10.000Vを入力して下さい。 

⑰ コマンド「RD D00 ADC ALL」で、CH1の電圧値が10000mV±0.01％(9999～10001mV)

であればキャリブレーションOK です。 
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その他注意事項 

・ お客様にて本装置のケースを開ける、基板に直接触れる等、分解に類するような事

を行った後に生じた不具合に対し、弊社では責任は負いかねます。ご了承下さい。 

・ お客様側にてキャリブレーションを実施した後に生じた不具合に対して、弊社では

責任は負いかねます。ご了承下さい。もし、お客様側手持ちに高精度 DC電圧発生

器が無い場合、弊社にてキャリブレーション作業を請け負う事が出来ます(有償)。

その際、弊社営業にお問い合わせ下さい。 
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